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のすすめのすすめのすすめ
「食育」

私たちが生きていく上で
欠かせない生活の基本「食」。

近年、栄養の偏りや不規則な食事、
肥満や生活習慣病の増加など「食」に関して

さまざまな問題が生じています。
このような問題を解決するキーワードが「食育」。
心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと
暮らすことができるよう、「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践
     することができる人間を育てる
               「食育」を推進することが

    求められています。

Takamori.2007.102
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と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
明

治
時
代
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
31
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
「
食
物
養
生

法
」（
石
塚
左
玄
著
）
で
は
、「
嗚
呼
何
ぞ
学
童
を
有

す
る
都
会
魚
塩
地
の
居
住
民
は
殊
に
家
訓
を
厳
に

し
て
躰
身
体
育
智
育
才
育
は
即
ち
食
育
な
り
と
観

念
せ
ざ
る
や
」（
学
童
を
養
育
す
る
人
々
は
そ
の
家

訓
を
厳
し
く
し
て
、
体
育
、
智
育
、
才
育
は
す
な

わ
ち
食
育
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
味
）
と
記
し
て
あ
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

の
基
本
は
「
食
育
」
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
36
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た「
食

道
楽
」（
村
井
弦
齋
著
）に
も
、「
先
ず
知
育
よ
り
も

体
育
よ
り
も
一
番
大
切
な
食
育
の
事
を
研
究
し
な

い
の
は
迂
闊
の
至
り
だ
」（
知
育
よ
り
も
体
育
よ
り

も
一
番
大
切
な
の
は
「
食
育
」
で
は
な
い
か
と
い

う
意
味
）
と
記
し
て
あ
り
、「
食
育
」
の
重
要
性

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
が
世

間
で
広
く
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
人
の
健
康
と
食
生
活
の
関
係
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
は
、
食
を
め
ぐ
る
現
状

に
対
処
し
、
食
育
を
国
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る

た
め
に「
食
育
基
本
法
」が
成
立
。
平
成
18
年
に
は
、

国
民
み
ん
な
で
「
食
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
「
食
育
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

食
育
の
歴
史

食育推進基本計画の概要 
 

  はじめに
計画期間は平成18年度から22年度までの5年間

  食育の推進に関する施策についての基本的な方針
1. 国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成
2. 食に感謝する感謝の念と理解
3. 食育推進運動の展開
4. 子どもの食育における保護者、教育関係者等の割合
5. 食に関する体験活動と食育推進活動の実践
6. 伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配意及 
    び農山漁村の活性化と食料自給率の向上への貢献
7. 食品の安全性の確保等における食育の割合

  食育の推進の目標に関する事項
1. 食育に関心を持っている国民の割合の増加（70％  
    → 90％以上）
2. 朝食を欠食する国民の割合の減少（小学生 4％→
   0％、20歳代男性30％・30歳代男性23％→ 
    15％以下）
3. 学校給食における地場産物を使用する割合の増加
　（21％→30％以上）
4.「食事バランスガイド」等を参考に食生活を送って
　 いる国民の割合の増加（60％以上）
5. 内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を認
　 知している国民の割合の増加（80％以上）
6. 食育の推進に関わるボランティアの数の増加（現状
　 値の20％以上増加）
7. 教育ファームの取り組みがなされている市町村の割
　 合の増加（60％以上）
8. 食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている国
　 民の割合の増加（60％以上）
9. 推進計画を作成・実施している都道府県及び市町村
　 の割合（都道府県100％、市町村50％以上）

  食育の総合的な促進に関する事項
1. 家庭における食育の推進
2. 学校、保育所等における食育の推進
3. 地域における食生活の改善のための取り組みの推進
4. 食育推進運動の展開
5. 生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれ
　 た農林漁業の活性化等
6. 食文化の継承のための活動への支援等
7. 食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、
　 研究、情報の提供及び国際交流の推進

  食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に
  推進するために必要な事項
都道府県等による推進計画の策定促進、基本計画の見
直し等

「
食
育
」
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に
至
る
ま
で
、
我
が
国
の
社
会
経
済

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、
ニ
ー
ズ
が
高

度
化
・
多
様
化
し
、
こ
れ
に
伴
い
「
食
」
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
ま
で
も
が
忙

し
い
日
々
を
送
る
中
、
毎
日
の
「
食
」
の
大
切
さ

に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ

た
食
事
や
不
規
則
な
食
事
、肥
満
と
過
度
の
痩
身
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

１
日
３
度
の
規
則
正
し
い
食
事
や
、
家
族
が
食

卓
を
囲
ん
だ
楽
し
い
食
事
な
ど
の
望
ま
し
い
姿
の

「
健
全
な
食
生
活
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現

状
で
す
。

　

私
た
ち
が
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め

に
は
「
健
全
な
食
生
活
」
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
す
べ
て
の
年
代
に
お
い
て
も
等
し
く
当

て
は
ま
る
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
食
」
の
大
切

さ
を
学
び
、「
健
全
な
食
生
活
」
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
た
め
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。

【
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
】

　

昭
和
50
年
代
半
ば
、
主
食
の
米
と
、
副
食
の

水
産
物
や
畜
産
物
、
野
菜
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

た
食
生
活
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
、
炭
水
化

物
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
理
想
的
で
「
日
本
型
食
生

活
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
脂
質
の
過
剰
摂
取
や
炭
水

化
物
と
野
菜
の
摂
取
不
足
な
ど
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
野
菜
の
摂
取
量
は
年

齢
と
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
最
も
摂

取
量
の
多
い
60
歳
代
で
も
平
均
３
３
０
・
３
ｇ
で
、

目
標
量
の
３
５
０
ｇ
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
不
規
則
な
食
事
】

　

朝
食
の
欠
食
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
不
規
則
な

食
事
が
、
子
ど
も
も
含
め
て
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

朝
食
の
欠
食
率
は
、
20
歳
代
が
最
も
高
く
、
次

い
で
30
歳
代
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
食
を
欠
食
す
る
子
ど
も

は
「
つ
か
れ
る
」、「
い
ら
い
ら
す
る
」
な
ど
の
体

の
変
調
を
訴
え
る
人
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
、
朝

食
を
「
毎
日
食
べ
る
」
子
ど
も
は
、「
ほ
と
ん
ど

食
べ
な
い
」
子
ど
も
に
比
べ
て
学
力
調
査
の
得
点

が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

【
肥
満
と
過
度
の
痩
身
】

　

近
年
、
子
ど
も
を
含
め
て
肥
満
の
増
加
が
見
ら

れ
ま
す
。男
性
で
は
40
歳
代
が
最
も
高
く
34
・
１
％

で
、
い
ず
れ
の
年
代
に
お
い
て
も
肥
満
の
割
合
が

20
年
前
、
10
年
前
と
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
で
は
20
年
前
、
10
年
前
と
比
べ
て
肥

満
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
20
〜
30
歳
代

の
約
２
割
が
低
体
重
で
あ
り
、
若
い
世
代
を
中
心

に
痩
せ
て
い
る
人
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

ど
、
過
度
の
痩
身
志
向
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

朝ごはんを食べない人の比率

熊本県「健康づくりに関する意識調査等報告書」（Ｈ17年）

「朝ごはんの取り方」と「不
ふ

定
てい

愁
しゅう

訴
そ

」の関係

熊本県教育委員会「食に関する実態調査」（Ｈ17年）

※不定愁訴…原因不明の肩こりやめまい・頭痛・いらいらなど、漠然とした体の変調を訴えること。

食
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題

今
日
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【
生
活
習
慣
病
の
増
加
】

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、全
人
口
の
１
割
を
超
え

る
約
１
，６
２
０
万
人
が「
強
く
疑
わ
れ
る
」と「
可

能
性
が
否
定
で
き
な
い
」に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
が
「
強
く
疑
わ
れ
る
」
と
「
予

備
群
と
考
え
ら
れ
る
」
を
併
せ
た
割
合
は
、
40

〜
74
歳
の
場
合
、
男
性
の
２
人
に
１
人
、
女
性

の
５
人
に
１
人
で
、
約
１
，
９
０
０
万
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。

【
食
に
関
す
る
感
謝
と
理
解
の
欠
如
】

　

世
界
で
約
８
億
人
を
超
え
る
人
々
が
飢
餓
や

栄
養
不
足
で
苦
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
我
が
国

で
は
、
食
品
産
業
や
家
庭
に
お
い
て
食
べ
残
し

や
食
品
の
廃
棄
を
大
量
に
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

食
べ
残
し
や
食
品
の
廃
棄
を
国
民
一
人
当
た
り

の
供
給
熱
量
と
摂
取
熱
量
の
差
と
し
て
促
え
る

と
、
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
の
食
生
活
が
食
に
関
す
る
人
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
学
び
実

感
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

【
食
の
海
外
へ
の
依
存
】

　

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
世
界
の
先
進
国
の

中
で
最
低
の
水
準
で
あ
り
、
食
を
大
き
く
海
外

に
依
存
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
食
料
自
給
率
は
、
近
年
で
は
約
40
％
で
推

移
し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
的
に
は
食
料
自
給

率
の
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
伝
統
的
食
文
化
の
喪
失
】

　

国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
し
て
い
く
中
で
、

人
々
は
多
様
な
食
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

日
本
各
地
で
育
ま
れ
て
き
た
地
域
の
気
候
や
風

土
な
ど
に
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な
食
文
化
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

【
食
の
安
全
性
】

　

食
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
れ
ば
、
人
々
の
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
と
き
に
は
重
大
な
被
害

を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
食
の
安
全

上
の
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
「
食
品
表
示
」
に

関
す
る
基
準
の
改
正
や
「
食
育
」
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【
食
の
外
部
化
・
簡
便
化
の
進
展
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
外
食
産
業
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
普
及
と
と
も

に
、
い
つ
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
備
さ
れ
、
食
の
外
部
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

「
外
食
」
あ
る
い
は
調
理
済
み
食
品
や
そ
う
菜
、

弁
当
な
ど
の
「
中
食
」
を
利
用
す
る
傾
向
が
増

大
し
、
食
事
に
か
か
る
手
間
を
簡
単
に
し
よ
う

と
す
る
簡
便
化
志
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
時
間
の
多
様
化
、
核
家
族
化
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
家
族
と
楽
し
く
食
卓
を
囲

む
機
会
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【
食
に
関
す
る
知
識
や
判
断
力
の
低
下
】

　

適
切
な
食
品
選
択
や
食
事
準
備
の
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
術
が
あ
る
と
い
う
人
は
男
性
で

約
３
割
、
女
性
で
約
５
割
し
か
な
い
な
ど
、
健

全
な
食
生
活
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
食
に
関
す

る
知
識
や
判
断
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

メタボリックシンドロームの状況（２０歳以上）

厚生労働省「国民健康・栄養調査」（Ｈ17年）

肥満者（ＢＭＩ≧２５）の
割合（２０歳以上）

厚生労働省「国民健康・栄養調査」（Ｈ17年）

低体重の者（ＢＭＩ＜１８．５）
の割合（２０歳以上）

厚生労働省「国民健康・栄養調査」（Ｈ17年）
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「
食
」
を
め
ぐ
る
現
状
に
対
処
し
、

健
全
な
食
生
活
を
通
じ
て
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
が
「
食
育
」
で
す
。
平
成
17
年
に

食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
食

育
」
を
個
人
だ
け
で
は
な
く
、
国
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
育
基
本
法
の
前
文
で
は
、『
子
ど
も
た
ち
が

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け

て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
食
」
が
重
要
で

あ
る
。
今
、
改
め
て
、
食
育
を
、
生
き
る
上
で
の

基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎

と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る

食
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
』
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
育
」
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
心

身
の
健
康
を
増
進
す
る
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
が
中
心

と
な
り
、
国
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
心
身
の
健
康
の
増
進
】

　

食
育
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に
つ
い

て
の
意
識
を
高
め
、「
食
」
に
関
し
て
信
頼
で
き

る
情
報
に
基
づ
く
適
切
な
判
断
を
行
う
能
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
不
規
則
な
食

事
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
や

判
断
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
食
生
活

の
改
善
が
図
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
食
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
も
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
食
に
関
す
る
知
識
を
高
め
、
適
切
な

食
品
を
自
ら
の
判
断
で
正
し
く
選
択
で
き
る
力
を

身
に
付
け
る
べ
き
と
い
う
食
育
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
食
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
提
供
や
意
見
交
換

な
ど
の
一
層
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
子
ど
も
の
食
育
】

　

子
ど
も
に
と
っ
て
食
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
た
め
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
「
食
」
の
大
切
さ
を
学
び
、「
健
全
な

食
生
活
」
を
実
践
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
、

健
全
な
食
生
活
・
食
習
慣
の
た
め
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
や
場
所
で
の
適

切
な
食
生
活
の
実
践
や
食
に
関
す
る
体
験
活
動

の
促
進
、
適
切
な
知
識
の
啓
発
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
全
な
心
と
身

体
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、「
食
」
を
中

心
と
し
た
適
切
な
生
活
習
慣
を
形
成
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
個
食
」
や
「
孤
食
」
を
解
消
し
家
族

で
食
事
を
囲
む
こ
と
は
、
信
頼
感
や
安
心
感
を

深
め
ま
す
。
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
食
の
楽
し

さ
や
精
神
的
な
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な

人
間
形
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

食育の推進体制 国
民
運
動
と
し
て　
　
食
育
を
推
進

食
育
の
意
義
と

国
民
運
動
へ
の
期
待

食 育 推 進 会 議
会長　内閣総理大臣
委員　食育担当大臣
　　　関係閣僚
　　　食育の知識・経
　　　験を有する者

食育推進基本
計画の策定・
実施

関 係 府 省

国

➡

国
民
運
動
と
し
て　
　
食
育
を
推
進

　　　験を有する者

地方公共団体
都道府県食育推進会議

都道府県食育推進計画の
策定・実施

市町村食育推進会議

➡

市町村食育推進計画の
策定・実施

➡

都道府県

市　町　村

関係者・団体等
子どもの保護者

教育・保育・医療・保健関係者等

農林漁業者等

食品関連事業者等

各種団体、ボランティア

家　庭

学　校

地　域

近
年
の
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【
食
に
関
す
る
感
謝
と
理
解
】

　

食
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
食
生

活
が
、
自
然
の
恩
恵
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

ま
た
、「
食
」
に
関
わ
る
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝

の
念
や
理
解
が
深
ま
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
食

に
関
す
る
感
謝
の
念
と
理
解
を
深
め
て
い
く
上

で
、
食
の
国
際
化
や
外
部
化
な
ど
が
進
行
す
る

中
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
日
本
型
食
生
活
」
や

地
域
の
気
候
や
風
土
に
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な

食
文
化
の
継
承
・
発
展
も
重
要
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
や
学
校
給
食
の
場
な
ど
で
の
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
の
大
切
さ
に
対
す
る
国
民
の
意
識

を
高
め
、
大
量
の
食
べ
残
し
や
食
品
の
廃
棄
と

い
う
状
況
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
環
境
へ
配
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

さ
ら
に
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
や
地
産

地
消
を
進
め
、
食
に
関
す
る
消
費
者
と
生
産
者

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
や
食
料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
「
日
本
型

食
生
活
」
の
実
践
、
伝
統
的
食
文
化
の
継
承
や

地
産
地
消
の
推
進
は
、
食
育
の
目
指
す
健
全
な

食
生
活
の
実
践
に
も
な
り
ま
す
。

【
国
民
運
動
へ
の
期
待
】

　

食
育
は
こ
れ
ま
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
教

育
機
関
や
各
種
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
問
題
を
解
消
す
る
状
況
に
は
い
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
な

い
人
も
相
当
な
割
合
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
的

確
な
判
断
力
を
主
体
的
に
身
に
付
け
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
健
全
な
食
生
活
を
自
ら
実
践
で
き

る
よ
う
、
国
民
が
自
ら
取
り
組
み
、
国
民
が
主

役
と
な
っ
た
、
国
民
的
広
が
り
を
も
つ
運
動
と

し
て
、
食
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
食
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
自
発
的
に
食
育
の
意
義
や
必

要
性
な
ど
を
理
解
し
、
運
動
に
共
感
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国
や
地
方

公
共
団
体
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
者
や
農
林
漁

業
者
、
食
品
関
連
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

を
含
め
た
広
範
な
関
係
者
が
食
を
め
ぐ
る
問
題

意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
積
極
的
な
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
国
民
や
民
間
団
体
な
ど

の
自
発
的
意
思
を
尊
重
し
、
多
様
な
主
体
の
参

加
と
連
携
に
立
脚
し
た
国
民
運
動
と
し
て
、
食

育
推
進
運
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食事バランスガイド
　「食事バランスガイド」は、望ましい食生活についてのメッセージを示した「食生活指針」
を具体的な行動に結びつけるものとして、1日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかの目安
                                                                 をわかりやすくイラストで示したものです。

● 

食
生
活
指
針 
●

❶ 

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

❷ 

１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や  

　

  

か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

❸ 

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食 

　

  

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

❹ 

ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
。

❺ 

野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、 

　

 

魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。

❻　
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
。

❼ 

適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に

　

  

見
合
っ
た
食
事
量
を
。

❽ 

食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
、

　

  

と
き
に
は
新
し
い
料
理
も
。

❾ 

調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や

　

  

廃
棄
を
少
な
く
。

10 

自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

　

 

し
ょ
う
。
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高森東小学校

古 賀　理 校長

高森東中学校

古 庄　泰 則 校長

インタビュー

　

本
校
で
は
、
毎
年
「
生
活
習
慣
と
健
康

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
生

徒
た
ち
の
食
生
活
等
の
実
態
を
把
握
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
毎

日
朝
食
を
食
べ
る
」
と
答
え
た
生
徒
は
約

８
〜
９
割
で
、
１
〜
２
割
の
生
徒
が
毎
日

食
べ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
一
人
で
食
事
を
取
っ
て
い

る
な
ど
の
孤
食
の
問
題
も
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
朝
食
と
排
便
や
心
の
健
康

状
態
の
関
係
等
を
見
て
み
る
と
、
朝
食
を

毎
日
取
っ
て
い
る
生
徒
の
方
が
そ
の
他
の

健
康
状
態
も
良
い
と
い
う
結
果
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
態
調
査
を
も
と
に
、
朝
食

の
大
切
さ
や
コ
食
（
孤
食
↓
一
人
で
食
べ

る
・
個
食
↓
そ
れ
ぞ
れ
に
好
き
な
物
を
食

べ
る
・
子
食
↓
子
ど
も
だ
け
で
食
べ
る
） 

等
の
問
題
、
ま
た
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
心

の
健
康
等
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

 地域の方と協力し、
 農業体験を通して

命のサイクルを学ぶ

　

食
育
は
、
生
き
る
力
の
源
で
あ
り
、
活

力
あ
る
生
活
を
送
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
教
育
で
す
。
ま
た
、
本
校
が

学
校
経
営
の
基
盤
に
し
て
い
る
３
つ
の
心

（
命
・
人
・
も
の
）
を
育
成
す
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
を
取
り
巻
く
状

況
を
見
ま
す
と
、
朝
食
の
欠
食
や
孤
食
の

増
加
に
よ
る
食
生
活
の
乱
れ
、
過
剰
摂
食

に
よ
る
肥
満
傾
向
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
た
ち

が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
感
謝
の
心
や
地
域
に
誇
り
を
持

つ
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
成
し
、
望
ま

し
い
食
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
校
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
を
大
切
に
し

た
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉

は
日
本
に
し
か
な
い
言
葉
で
あ
り
、
文
化

で
す
が
、今
、こ
の
言
葉
が
世
界
に
広
ま
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
常
に
、
命
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
、
作
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
児
童
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
に
よ
る

残
菜
調
べ
、
食
べ
物
や
命
に
つ
い
て
の
読

み
聞
か
せ
、
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
食
習
慣
の
改
善
や
活
力
あ
る
学

校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
５
・
８
・
９
月

を
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
以
前
よ
り
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

く
る
児
童
が
増
え
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

す
る
児
童
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

高
森
東
中
学
校
に
お
け
る
食
育
は
、
本

校
の
特
色
で
あ
る
環
境
教
育
の
取
り
組
み

と
関
連
付
け
な
が
ら
、「
地
域
の
方
と
協

力
し
、
農
業
体
験
を
通
し
て
命
の
サ
イ
ク

ル
を
学
ぶ
」
取
り
組
み
で
す
。
具
体
的
に

は
、
学
校
の
山
林
の
腐
葉
土
か
ら
取
れ
た

「
ひ
め
ゆ
り
Ｅ
Ｃ
Ｏ
菌
」
を
使
い
、
給
食

の
残
滓
を
使
っ
て
堆
肥
を
作
り
、
そ
の
堆

肥
を
使
っ
て
地
域
の
農
業
指
導
者
と
一
緒

に
農
作
物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収

　

平
成
17
年
度
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ

れ
る
な
ど
、
食
育
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

て
き
て
お
り
、
全
国
で
「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
、「
個
食
、
孤
食
、
子
食
」が
大
き

な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

逆
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
見
直
し
が
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
が
、全
国
的
に
食
育
の
乱
れ

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
「
食

育
」の
重
要
性
を
考
え
た
取
り
組
み
と
保
護

者
啓
発
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
、
朝
食
の
実
態
調
べ
や
給
食
の

実
態
か
ら
、
数
名
の
児
童
が
朝
食
抜
き
と

 確かな食育は
基本的生活習慣の

 基盤

 確かな食育は
基本的生活習慣の

を学ぶ
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シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
文
化
祭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
時
に
給
食
・
保
健
委
員
会
の
生
徒
た
ち

で
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
育
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
食
育

の
年
間
計
画
に
沿
っ
て
、食
育
と
関
連
付
け

た
各
教
科
の
授
業
や
給
食
委
員
が
毎
日
の

給
食
に
含
ま
れ
る
材
料
を
基
礎
食
品
群
別

に
廊
下
に
掲
示
す
る
な
ど
、教
育
活
動
全
体

を
通
し
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
こ
れ
ら
の
実
践
を
行

い
、
食
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣

の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
弁
当
の
日
を
実
施
し
、

完
璧
コ
ー
ス
（
す
べ
て
児
童
が
一
人
で
作

る
）、
腕
自
慢
コ
ー
ス
（
弁
当
の
一
部
を

一
人
で
作
る
）、
お
手
伝
い
コ
ー
ス
（
弁

当
を
包
む
）
で
弁
当
を
持
参
し
て
全
校
で

食
べ
ま
し
た
。
約
６
割
の
児
童
が
完
璧
・

腕
自
慢
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
し
て
栄
養
士
が

全
保
護
者
を
対
象
に
給
食
試
食
会
時
に
食

育
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
話
を
行
っ
て
い

ま
す
。

生きる力
     を育む食育 

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
課
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
か
検
討
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

な
ぜ
朝
食
が
必
要
な
の
か
、
脳
の
活
動
と

食
事
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
・
科

学
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
提

示
し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者
へ
説

明
し
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
朝
食
抜
き
の
家
庭
は
現

在
ゼ
ロ
と
い
う
成
果
が
で
ま
し
た
。

　

本
校
の
給
食
の
残
滓
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
縦
割
り
斑
給
食

や
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
等
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

野
菜
嫌
い
や
魚
嫌
い
、
肉
嫌
い
な
ど
の
偏

食
や
少
食
の
児
童
が
い
ま
す
。
学
校
給

食
の
時
間
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
早
期
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
庭
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
解
決
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
基
本
は
、
食
育
に
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校

で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
、

学
校
給
食
活
動
を
中
心
に
食
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
高
森

東
地
区
で
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

デ
ー
へ
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
も
広
い
意
味
で
の
食
育
に
も
つ
な

が
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
未
来
の
た
め
に

も
、基
本
的
な
生
活
習
慣
の
基
盤
で
あ
る

食
育
の
重
要
性
を
保
護
者
・
地
域
へ
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
に

即
し
た
教
育
の
展
開
を
着
実
に
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高森中央小学校

中 野　晃 校長

穫
し
た
も
の
は
、
給
食
で
使
用
す
る
ほ
か

に
、
毎
年
行
う
校
区
の
婦
人
会
の
方
と
の

郷
土
料
理
教
室
で
、「
み
さ
お
大
豆
」
を

使
っ
て
手
作
り
豆
腐
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
に
つ
い
て
は
地
産
池
消
の

取
り
組
み
、
外
国
の
味
め
ぐ
り
、
日
本
の

味
め
ぐ
り
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
及
び
リ
ク

エ
ス
ト
給
食
等
で
食
事
の
マ
ナ
ー
や
料
理

に
対
す
る
知
識
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
７
年
前
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
研
修
の
一
環
と
し
て
、「
食
と
健
康
」

と
い
う
研
修
を
給
食
試
食
会
と
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
は
ん
」
の
取
り
組
み
の
中
で
朝
食
に
つ

い
て
の
指
導
を
生
徒
に
行
い
、
生
徒
の
実

態
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
現
在
の
状
況
及
び
朝
食
と
学
力
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
資
料
等
を
用

い
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高森中学校

山 内　和 弘 校長

生活習慣の
確立を目指す
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大阿蘇
環境センター
未来館南部中継基地に直接持ち込ま

れるごみの計量表示及び手数
料について、お知らせします。

○計量器の重量表示
　 南部中継基地に設置してある計量器は、100 ㎏～ 1,000 ㎏（1t）単位の計量を目的として設置されていますので、 
　表示される最小単位が 10 ㎏の表示となっています。これは、収集車等の自動車にごみを積載した状態で計量で
　きるように設置してあるため、1 ㎏単位の計量はできません。
　　　例：10 ㎏・20 ㎏・30 ㎏………110 ㎏・120 ㎏等（最大 10t の量り）
※計量法により、10 ㎏単位の計量器には、± 10 ㎏が公差（誤差）の範囲として認められています。
※計量器は、計量法に基づき、定期検査を実施し計量検定に合格しています。

（注）ご家庭にある 1 ㎏単位の計量器で量った数量が 41 ㎏～ 49 ㎏であっても、南部中継基地の計量器では 40
　　　㎏もしくは 50 ㎏を表示する場合があります。これは、上に記述のとおり、設置してある計量器が 10 ㎏単
　　　位の計量器であることと、± 10 ㎏が公差（誤差）の範囲として認められているためです。

○処理手数料
　　阿蘇広域行政事務組合廃棄物の処理及び
　清掃等に関する条例第 8 条に基づき、南部
　中継基地に設置してある計量器に表示され
　た数量により、料金を徴収します。

表示した数量 家庭系ごみ 事業系ごみ
　10㎏ 無　料 　50円
　40㎏ 無　料 200円
　50㎏ 125円 250円
100㎏ 250円 500円

平成 18 年度ごみ処理実績

【例】

処理対象区域

阿蘇市 南小国町 小国町 産山村 高森町 南阿蘇村 計
面積（ｋ㎡） 376.25 115.86 136.72 60.72 174.90 137.30 1001.75
人　　　口 29,922 4,828 8,924 1,737 7,516 12,255 65,182
世　帯　数 10,784 1,674 3,100 555 2,745 4,318 23,176

　阿蘇郡市内のごみ排出量は、熊本県全体と同様に横ばい状態で減少にはいたっていません。
　そのため、廃棄物の排出量を抑制すること、排出された廃棄物は適正に処理することなどの取り組みをさらに
進めていくことが重要となっています。

住民の皆さんの「ごみ減量化」と
「ごみ分別の徹底」のご協力をお願いします。

■お問い合わせ先
　大阿蘇環境センター未来館（環境衛生課）　℡0967-24-5353
　南部中継基地　℡62-0719

過去 5ヶ年間のごみ処理量
（単位：t）

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度
22,600 20,700 19,500 20,400 20,400
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ものまね芸人“英太郎”がやってくる！

ふれあいフェスタ in 高森寮
日　時：10月 14日（日）
　　　　午前10時～午後3時
会　場：高森寮（高森町大字色見）

差別のない明るいまちづくりを目指して！

すまいるフェスタ
　　　　　　　in たかもり
日　時：11月 3日（土）・4日（日）
会　場：高森中学校

ひびけ！阿蘇の野に！！

高森町民音楽祭
日　時：11月 3日（土）
　　　　午後1時開演
会　場：高森中学校体育館
入場料：大人200円、高校生以下無料

芸術の秋に！　大阿蘇絵画展
日　時：11月 7日（水）～11日（日）
　　　　午前9時～午後4時
　　　　（11日は正午まで）
会　場：高森総合センター

秋秋秋のの イベント情報秋秋
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幾
年
月

幾
年
月

共
に
…
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▲金婚夫婦を代表して謝辞を述べる岩下昭伯さ ん・
   多美さん夫婦。

大田　冨雄さん（73）
　　　利子さん（70）
　　　　（高森・下町）

安方　光秋さん（74）
　　　孝子さん（72）
　　　　（色見・中園）

興梠　和信さん（76）
　　　　幸さん（75）
　　　　（高森・昭和）

今村　生雄さん（69）
　　チミエさん（69）
　　　　（高森・昭和）

桐原　郁雄さん（75）
　　　綾子さん（72）
　　　　（高森・上在）

田上　　来さん（78）
　　キミヨさん（80）
　　　　（高森・旭通）

野村　三綱さん（77）
　　　悦子さん（74）
　　　　（高森・上町）

田上　　勝さん（85）
　　テルヨさん（78）
　　　　（高森・村山）

阿南　　萬さん（75）
　　フサ子さん（72）

　　　（草部・社倉）

平盛　利光さん（76）
　　リツヱさん（76）
　　　　（高森・下町）

佐藤　文雄さん（71）
　　　盛江さん（68）
　　　　（草部・灰原）

楢木野亥徳さん（71）
　　　ツユさん（71）
　　（上色見・西中原）

二子石　圓さん（75）
　　　厚子さん（70）
　　　　（草部・木郷）

工藤　龍雄さん（79）
　　ヨネ子さん（76）
　　　　（色見・戸狩）

松岡　畩次さん（76）
　　ミチ子さん（74）
　　　　（高森・昭和）

岩下　昭伯さん（80）
　　　多美さん（73）
　　　　（高森・昭和）

渡邉　成實さん（77）
　　サエ子さん（68）
　　　　（高森・上在）

三森　惟継さん（79）
　　静子さん（70）
　　　　（高森・村山）

半世紀をともに過ごしたゴールデンカップル

金婚夫婦表彰式
　９月 14日、休暇村南阿蘇で「金婚夫婦表彰式」が開かれました。今年金婚を迎えた夫婦は 27組。式では、藤本正一町長がお祝いの言葉を贈り、夫婦一組一組に熊本日日新聞社からの表彰状と、町及び馬原清子さん（高森・旭通）からの記念品が贈呈されました。金婚夫婦を代表して岩下昭伯さん・多美さん夫婦が「これからも思いやりの気持ちをもち、ともに手を取り合って過ごしていきます」と謝辞を述べ、出席者全員での会食を楽しみました。　また、毎年ボランティアとして協力されている福永紘喜さん（高森・下町）が夫婦ごとに記念写真を撮影。式に華を添えていただきました。　これからも夫婦円満で健やかにお過ごしください。
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一水　房夫さん（76）
　　ヒロ子さん（72）
　　　　（津留・下町）

古庄　文義さん（77）
　　エイ子さん（73）
　　　　（芹口・馬場）

工藤　正人さん（73）
　　　ヤエさん（74）

　　　（草部・社倉）

白石　吉男さん（77）
　　　市代さん（70）
　　　　（河原・市野尾）

甲斐　安人さん（77）
　　　幸子さん（73）
　　　　（尾下・牧戸）

矢津田　勇さん（79）
　　　照代さん（68）
　　　　　（中・祭場）

岡本　　久さん（75）
　　ハル子さん（70）
　　　　（芹口・古畑）

石原　一二さん（79）
　　みつ子さん（69）
　　　　（津留・上町）

甲斐　幸男さん（75）
　　　久惠さん（72）
　　　　（芹口・柿迫）

今年のダイヤモンド婚（結婚60
年）は次の方々です。

林　　成男さん（81）・スミエ
さん（83）（高森・上在）

山中　妍男さん（87）・　俊子
さん（85）（高森・天神）

緒方　秋男さん（87）・　梅子
さん（83）（高森・旭通）

岩下　晴男さん（79）・ミツヱ
さん（78）（高森・昭和）

後藤今朝彦さん（87）・トメ子
さん（76）（高森・昭和）

山邊　一義さん（86）・ユキ子
さん（81）（高森・下町）

林　　輝美さん（84）・ヒサエ
さん（82）（高森・横町）

楢木野　亨さん（87）・サヨ子
さん（83）（上色見・西中原）

岡本　　傅さん（86）・　エツ
さん（84）（芹口・古畑）

甲斐　監一さん（82）・　幸子
さん（79）（永野原・永野原）

瀬井　常助さん（84）・　トイ
さん（80）（津留・下町）

野尻　捨喜さん（85）・冨美子
さん（83）（尾下・片山）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

岩下 ウメさん（高森・昭和）
を藤本町長が表敬訪問

　岩下ウメさんがめでたく満
100 歳を迎えられ、9月 21 日に
藤本正一町長が表敬訪問しまし
た。岩下さんは明治 41 年 2月 1
日生まれ。内閣総理大臣からの祝
状と町からの表彰状・記念品が贈
られ、岩下さんは笑顔で受け取ら
れました。これからも、健康で元
気にお過ごしください。

▼写真左から阿蘇地域振興局保健福祉環境部中山副部長、岩下さん、藤本町長。

祝
100歳
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NEWS

高森中央小学校大運動会
優勝めざして一致団結

高森町のあれこれ

　9 月 8 日、「高森中央小学校
大運動会」が開催されました。
「優勝めざして一致団結 勝利の
道へとつき進め」のスローガン
のもと、全校児童 264 人が赤
団、青団、黄団、緑団に分かれ、
24 のプログラムで汗を流しま
した。1・2 年生のかわいらし
いダンスや、5・6 年生の組体
操などに惜しみない拍手と歓声
が送られていました。

▼小学校最後の運動会となった6年生の技巧走「親子でパン」。

帝京大学生が町内にホームステイ
自然や歴史、文化などを学ぶ

　8月 24日から 27日にかけて、帝京大学経済学部（東京
都）の3年生22人が町内にホームステイしました。これは、
荒井邦壽教授（経済地理学）のゼミフィールドワークの一
環として行われたもので、町の観光ビジネスを調査。学生
たちは自然や歴史、文化などを学び、今後の学生生活に活
かす予定です。

　9月 8日、南阿蘇畜産農業協同組合家畜市場で「第 59
回南阿蘇畜産共進会」が開催されました。本町からも未経
産牛の部に 14頭、登録牛の部に 4頭、系統牛の部に 3頭、
肉牛の部に 8頭、飼料作物の部に 7点の出品があり、吉良
山一幸さん所有の「しみず」が未経産牛の部のグランドチャ
ンピオンに輝きました。

▼山村唯夫山村酒造社長から酒の造り方などを学ぶ学生たち。

▲グラウンドチャンピオンに輝いた吉良山さんと「しみず」。

南阿蘇畜産共進会
吉良山一幸さん（河原・上玉来）に栄冠
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▲写真左から岩下喜美さん、後藤ちぐささん、相馬春佳さん、  
   松本和奏さん、後藤有紀さん。

九州各県対抗中学生選抜ソフトボール大会
高森中選手の活躍などで
                        熊本県選抜準優勝
　先月号でお知らせしました高森中学校女子ソフトボー
ル部から監督と選手 5人が出場した「第 4回九州各県
対抗中学生選抜ソフトボール大会」で、熊本県選抜が準
優勝に輝きました。8月 22 日から沖縄県読谷村で開催
された大会では、高森中学校選手が主力として走攻守で
活躍。準優勝の原動力となりました。

天神区自主防災訓練
１００種４００鉢を展示
　5月 20 日、天神区で自主防災訓練が行われました。観
光交流センターで「すみれフェスタ 2007」が開催されま
した。会場には、阿蘇地方自生のアソヒカゲスミレのほ
か原種や交配種、外国種など約 100 種 400 鉢が展示され、
訪れた人の目を楽しませていました。すみれは、熊本市
の熊本すみれ会の会員が育てたものです。

↓連日たくさんの人が訪れていました。 秋田わか杉国体少年男子剣道競技（団体）出場
後藤真太郎くん（上色見・前原）

　9月 30 日から 10 月 3 日にかけて開催された「秋田
わか杉国体少年男子剣道競技（団体）」に、阿蘇高校 3
年の後藤真太郎くんが出場しました。9月 10 日に藤本
正一町長を表敬訪問した後藤くんは、力強い抱負を述べ
ました。後藤くんは高森中学校時代全国制覇を果たし、
阿蘇高校でも男子剣道部キャプテンを務めました。

▲写真中央が後藤くん。

阿蘇郡市少年柔道大会
実力を余すことなく発揮
　8月5日に小国中学校体育館で「阿蘇郡市少年柔道大会」
が開催され、高森少年柔道クラブが好成績を収めました。
結果は次のとおりです。1年男子の部優勝／山村慎、同 3
位／佐伯竜弥、荒牧優斗、2年男子の部優勝／桐原航太、
3年女子の部優勝／荒牧美咲、同 3位／三森沙恵、4年男
子の部 3位／下田和史、5年男子の部優勝／本田龍生、6
年男子の部優勝／興梠隼潤、同 3位／津留恒星

▼メダル10個を獲得した高森少年柔道クラブ。

親子ソフトボール大会
ソフトボールで親子のコミュニケーション
　8 月 21 日、町民グラウンドで「親子ソフトボール大会」
が開催されました。高森中央小学校と高森東小学校からそ
れぞれ 2チームが参加。試合は子どもが 3イニング、親
が 3イニングで行われ、参加した約 50組の親子はさわや
かな汗を流しながら、親子のコミュニケーションを深めま
した。

▼優勝した高森中央小学校チーム。
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　11月1日から、税務署の代表電話
におかけいただいた電話は、自動音
声案内でご案内します。
　音声案内に従って、国税に関する
一般的なご質問やご相談を希望され
る方は、番号「1」を押すかダイヤ
ルしていただきますと、「熊本国税局
電話相談センター」におつなぎしま
す。
　また、個別のお問い合わせや納付
相談など税務署にご用の方は、番号
「2」を押すかダイヤルしていただき
ますと、「税務署」におつなぎします。
　皆さま方のご理解とご協力をお願
いします。
※「熊本国税局電話相談センター」は、  
   直通電話（℡ 096-355-0014）で 
　もご利用になれます。
※国税に関する一般的な『よくある 
   質問』を国税庁ホームページの
   『タックスアンサー』に多数掲載し  
   ています。ぜひ、ご活用ください。
●国税庁ホームページアドレス
　http://www.nta.go.jp

１１月１日から
自動音声案内に
変わります　10月11日（木）から10月20日（土）

までの10日間、「みんなでつくろう安
心の街」をメインスローガンに、「全
国地域安全運動」が実施されます。
　この運動の重点は
●子どもの犯罪被害防止
●住宅を対象とする侵入犯罪の防止
●自転車の盗難防止
です。
　期間中は、自治体、警察、防犯協会、
防犯ボランティア団体、事業所等が連
携し、各地でパトロールや広報、キャ
ンペーンなどに取り組みます。
　あなたやあなたの身近な人が被害に
遭わないように、また、犯罪の起きに
くい地域社会をつくるために、家族や
地域で「できること」を考え実行しま
しょう。

全国地域安全
     運動の実施

甲種防火管理
       新規講習会
　平成19年度の甲種防火管理新規
講習会を下記のとおり開催します。
（10月1日公示）
●講習の期日
　・11月15日（木）
　　午前9時～午後4時10分
　・11月16日（金）
　　午前9時～午後4時20分
●講習の場所
　阿蘇広域行政事務組合消防本部 2 
   階会議室（阿蘇市黒川1423-1）
●受講受付期間
　10月16日（火）から受講者48名
   で締め切りとなります。
●受講受付場所
　・南部分署
　　℡ 62-9034
　・野尻・草部分駐所
　　℡ 64-0219
　・消防本部
　　℡ 0967-34-0024
●受講手続きなど
　受講料は無料ですが、受講時に図  
　書費用3,500円が必要です。2日
　間受講で「修了証」交付となります。
※講習についてのお問い合わせは、
  消防本部予防課までご連絡くださ
  い。また、消防本部のホームページ 
  （http://www.aso.ne.jp/̃asofire/）
  にも掲載しています。

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部予防課
　℡0967-34 - 0024

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０
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年末調整や確定申告には「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」等の証明書の添付や提示が必要です。

国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は、今年 1年間に納付（納付見込みを含む）した
国民年金保険料を証明する書類の添付等が必要です。
　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同様に、1年間に納付した国民年金保険料の額を証明
する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が、社会保険庁から毎年11月初旬に送付されます。
　証明内容は本年1月から10月1日までに納付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の
納付見込額です。納付忘れ等がある場合も、年内に納付すれば、今年分の控除として申告することができます。
　年の途中から国民年金に加入した場合など、10月2日以降に本年初めて保険料を納付する方については、
翌年 2月初旬に同様の証明書が送付されます。したがって、結果として、平成 19年中に国民年金の保険
料を納付した方の全員にこの証明書が送付されます。
　年末調整または確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書を添付等してください。
　国民年金保険料は、被保険者本人だけではなく、その世帯の世帯主及び配偶者も連帯して納付する義務
があります。ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その納付額の全額が納付した方の所得税等の控
除対象となりますので、このような場合は、年末調整等の手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算し
て申告してください。この場合は、ご家族分の証明書も申告する方の申告書に添付等する必要があります。
　お問い合わせは、社会保険庁から送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載され
るお問い合わせまで。

○社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/
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高
森
町
役
場
℡
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１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

県
で
は
、
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行
う
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
等
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
講
師
）
を
派
遣
し
ま
す
。
講
師
へ
の
謝
金
と
旅

費
は
県
が
負
担
し
ま
す
。
男
女
が
と
も
に
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
、
Ｄ
Ｖ
（
配

偶
者
間
の
暴
力
）
防
止
な
ど
に
関
す
る
研
修
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等

が
対
象
で
す
。
ぜ
ひ
ご
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用
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
で
男
女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
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熊
本
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男
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共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

推
進
課

　

℡
０
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３
３
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２
２
８
７
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掃
な
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ボ
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ロ
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ド
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・

ボ
ラ
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募
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し
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。
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ど
の
消
耗

品
の
支
給
や
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と
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■
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熊
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県
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保
全
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３
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２
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９
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○
日
時　

10
月
29
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所　

阿
蘇
地
域
振
興
局
中
会
議
室

○
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配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談

○
申
し
込
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熊
本
県
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福
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所
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な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご

　

予
約
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
阿
蘇
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

１
１
１
３

　

ご
存
じ
で
す
か
？
10
月
は
土
地
月
間
、
10
月
１

日
は
十
と
一
『
土
』
で
土
地
の
日
で
す
。
土
地
基

本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
「
基
本
理

念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

１
．
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

２
．
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す

３
．
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

４
．
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま

　
　

す

　

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
労
働
保
険
」
の
加
入
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制

度
で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規
模
に

関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

保
険
関
係
成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
卸
売
・
小
売
業
（
コ
ン
ビ
ニ

森
林
基
幹
道
「
阿
蘇
東
部
線
」

開
通

国民健康保険税第６期の納期限は１０月３１日（水）です。／高森町役場住民福祉課

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｖ
巡
回
相
談

「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
参
加
者
募
集

土
地
活
用

み
ん
な
で
創
る
美
し
い
ま
ち

男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す

　

森
林
基
幹
道
「
阿
蘇
東
部
線
」
が
開
通
し
、
８

月
30
日
に
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し
て
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
基
幹
道
「
阿
蘇
東
部
線
」
は
、
阿
蘇
市
波

野
地
区
と
高
森
町
河
原
地
区
を
結
ぶ
総
延
長
12
・

２
㎞
の
一
級
林
道
で
、
開
通
に
よ
り
地
域
連
携
の

さ
ら
な
る
広
が
り
や
農
業
・
林
業
の
振
興
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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エ
ン
ス
ス
ト
ア
）、
飲
食
店
等
を
中
心
に
、
か
な

り
の
未
手
続
事
業
場
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10

月
を「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」と
定
め
て
、
労

働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤
に

よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災

保
険
給
付
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合

の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児
及
び
介

護
休
業
中
の
給
付
等
が
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
早
め
に
保
険
関
係
成
立
の
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
各
種
助
成
金
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
及
び
保
険
関
係
成
立
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
も
し
く
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
を
雇
用

す
る
場
合
、
そ
の
氏
名
、
在
留
資
格
等
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
ま
た
は
喪
失

届
の
備
考
欄
に
、
国
籍
、
在
留
資
格
、
在
留
期
限

等
を
記
載
の
う
え
、
双
方
の
提
出
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合

　

所
定
の
届
出
様
式
に
、氏
名
、生
年
月
日
、国
籍
、

在
留
資
格
、
在
留
期
限
等
を
記
載
の
う
え
、
雇
い

入
れ
ま
た
は
離
職
の
日
の
翌
月
末
日
ま
で
に
届
け

出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
平
成
19
年
10
月
１
日
時
点
で
現
に
雇
い
入
れ

　

て
い
る
場
合

　

所
定
の
届
出
様
式
に
、氏
名
、生
年
月
日
、
国
籍
、

在
留
資
格
、
在
留
期
限
等
を
記
載
の
う
え
、
平
成
20

年
10
月
１
日
ま
で
に
届
け
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
が
事
業
主

の
皆
さ
ん
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関

し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」

が
策
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
①
外
国
人
労
働
者
の

募
集
及
び
採
用
の
適
正
化
、
②
適
正
な
労
働
条
件

の
確
保
、
③
安
全
衛
生
の
確
保
、
④
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
、
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
適

用
な
ど
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
講
ず
べ
き
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
ル
ー
ル
、
そ
の
他
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
等
は
熊

本
労
働
局
職
業
対
策
課
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
職
業
対
策
課

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
４

　

岩
下
昭
伯
さ
ん
・
多
美
さ
ん
夫
婦
が
金
婚
の
記
念
に

町
に
芝
刈
機
1
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
芝
刈
機
は
9

月
14
日
に
贈
ら
れ
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金婚記念に芝刈機寄贈

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

岩下昭伯さん・多美さん（高森・昭和）

福祉車両助成事業で車
両整備 特別養護老人ホーム梅香苑

　日本自転車振興会の平成19 年度福祉車両助成事業に
より、特別養護老人ホーム梅香苑に車両1台が整備され
ました。車両は車椅子対応で、デイセンター居宅介護サー
ビスの送迎などに使われています。

ヘビのカタチのなす収穫
 井上要藏さん（高森・横町）

　井上要藏さん宅の菜園でヘビがとぐろを巻いたような
カタチのなすが採れました。9月1日に収穫していたと
ころ、ヘビのカタチをしたなすを発見。ご近所でも評判
になったそうです。
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券

類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

　
　

方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け

　
　

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２
．
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
、日
本

　
　

人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

　
　

ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上
は
返
還
の

お
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
税
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関
監
視
部

　

℡
０
１
２
０-

８
２
８-

６
８
０

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律

に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
貼
り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金　

日
額
３
１
０
円

○
特
長

　
・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み

　
　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り

　
　
ま
す
。

　
・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　
・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人

　
　
の
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

　
　
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を

　
　
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、退
職
金
の
試
算
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た

い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ

ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ア
ド
レ
ス

　

http://kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
県
支
部

　

℡
０
９
６-

３
６
６-

５
１
１
１

　

９
月
１
日
、
休
暇
村
南
阿
蘇
で
天
然
温
泉「
し

き
み
の
湯
」
が
開
湯
し
ま
し
た
。

　

し
き
み
の
湯
は
、
源
泉
掛
け
流
し
の「
壺
湯
」

を
新
設
し
、
既
存
の
大
浴
場
と
展
望
露
天
風
呂
が

循
環
・
加
温
の
掛
け
流
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

休
暇
村
南
阿
蘇
で
は
、
開
湯
に
先
立
ち
８
月
31

日
に
従
業
員
ら
約
20
人
が
出
席
し
て
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

入札結果（５００万円以上）

休
暇
村
南
阿
蘇

「
し
き
み
の
湯
」
開
湯

工　　事　　名 契約金額（円） 工　　　期 請　負　者

須坂Ｂ団地ストック改善工事 12,757,500 平成19年 9月7日～
平成19年11月 30日 （有）平田電工

色見環状線道路整備工事 21,630,000 平成19年 9月20日～
平成19年12月 25日 （株）高梢

南 片 山 線 道 路 整 備 工 事 21,357,000 平成19年 9月20日～
平成20年2月25日 （有）古澤建設

中 川 原 線 道 路 整 備 工 事 22,449,000 平成19年 9月20日～
平成20年2月15日 （株）草村道路建設工業

村山・高尾野線道路整備工事 25,410,000 平成19年 9月20日～
平成20年2月20日 （有）佐藤建設
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火
傷
し
て　

実
験
室
は
灰
神
楽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

信
子

そ
る
が
楽
し
み　

お
風
呂
あ
が
り
の
缶
ビ
ー
ル　
　
　
　

馬
原　

馬
笑

酒
ぐ
せ
が　

袋
叩
き
に
遭
わ
し
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　

桐
原　

白
酔

火
傷
し
て　

鬼
に
も
な
ら
す
支
店
長　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

琴
司

お
よ
そ
一
と
月　

今
家
庭
内
別
居
で
す　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

愛
子

当
て
外
れ　

里
で
ゆ
る
っ
と
し
た
か
っ
た　
　
　
　
　
　

佐
楢
見
乱
坊

い
ま
い
ち　

年
期
の
足
ら
ん
鉋
屑　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

不
忘

酒
ぐ
せ
が　
「
芸
の
肥
や
し
」
て
自
慢
さ
す　
　
　
　
　

佐
藤
多
可
雄

い
ま
い
ち　

親
看
て
か
る
が
変
わ
っ
た
つ　
　
　
　
　
　

松
山
キ
ヨ
子

酒
ぐ
せ
が　

い
つ
も
終
点
ま
で
乗
ら
す　
　
　
　
　
　
　

田
上
黙
公
子

当
て
外
れ　

魚
屋
も
開
い
と
ら
だ
っ
た　
　
　
　
　
　
　

森
川
そ
よ
子

酒
ぐ
せ
が　

障
子
貼
る
と
も
腹
ン
立
つ　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

雲
海

お
よ
そ
一
と
月　

も
う
重
う
無
ァ
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

亡
き
妻
の
丹
精
の
菊
咲
き
そ
め
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸　

男

こ
ぼ
れ
種
子
土
手
で
揺
れ
て
る
蕎
麦
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ミ
オ

彼
岸
花
朽
し
垣
根
に
緋
の
帯
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠　

登

寝
静
も
る
部
屋
に
聞
こ
え
る
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ズ
ホ

月
眺
め
友
と
盃
交
わ
し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

雄

生
垣
に
色
と
り
ど
り
の
木
槿
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澄　

子

歌
詠
み

●
●
●

神
無
月

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利
な
特

典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

℡
０
３-

３
４
３
６-

０
１
５
１

　

子
ど
も
た
ち
と「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
手
作
り
ゲ
ー
ム
や
木
工
、

陶
芸
、
花
苗
な
ど
の
作
業
製
品
の
販
売
も
あ
り
ま

す
。
小
国
郷
の
交
流
校
の
友
だ
ち
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
見
所
で
す
。
カ

レ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
食
バ
ザ
ー
も
多

数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
28
日（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

○
場
所　

熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校
運
動
場（
小
国

　
　
　
　

町
宮
原
２
６
３
５-

２
）

※
雨
天
時
は
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校

　
事
す
る
方

・
そ
の
他
軽
易
な
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
方

　

で
産
業
別
最
低
賃
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
方

　

詳
し
く
は
、
熊
本
労
働
局
基
準
部
賃
金
室
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局

　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
９
６-

３
５
５

　
　

-

３
２
０
２　

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係　

内
線
１
２
６

　

℡
０
９
６
７-

４
６-

４
３
７
０

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
10
月
25
日
か
ら
改
正
に
な

り
ま
す
。

　

新
し
い
最
低
賃
金
は
、時
間
額
６
２
０
円
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
熊
本
県
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定
の
産
業

に
は
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
産
業
の
労
働

者
で
あ
っ
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
熊
本
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方

・
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
方
で
あ
っ
て
技
能
習
得

　
中
の
方

・
清
掃
ま
た
は
後
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従

心
配
す
る
な　

よ
か
嫁
も
ろ
た
と
言
っ
て
る
よ　
　
　
　

住
吉
ス
エ
子

心
配
す
る
な　

私
が
お
る
よ
ま
ち
な
さ
い　
　
　
　
　
　

吉
川　

文
子

出
て
こ
ん
か　

い
つ
ま
で
待
つ
か
知
ら
ん
ば
い　
　
　
　

後
藤
イ
ト
エ

出
て
こ
ん
か　

来
た
ば
っ
て
ん
か
何
く
れ
る　
　
　
　
　

三
井　

久
子

熊
本
県
最
低
賃
金
改
正

退
職
金
は
国
の
制
度
で

熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校

す
ぎ
の
こ
ま
つ
り

俳　
　

句
（
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）

肥
後
狂
句
（
梅
香
苑
句
会
）
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　メタボリックシンドロームは、おなかの周りに脂肪が
つく内臓脂肪型肥満に加え、高血糖や高血圧、高脂血症
といった生活習慣病の危険因子をあわせ持っている状態
のことです。これらはさまざまな形で血管を傷つけ、動
脈硬化を引き起こし、心臓疾患や脳血管疾患、人工透析
の必要な腎不全などにいたる原因となります。
　また、腎不全になる原因の一つに高尿酸血症がありま
すが、この高尿酸血症には高血圧や糖尿病、高脂血症、
動脈硬化症が高率に合併するため、高尿酸血症も含めて
生活習慣病全体が総合して腎臓の働きを悪くすることに
なります。

　プリン体はどんな食べ物に多いのでしょう？
　レバーや肉・魚貝類に多く含まれていますが、ここで
は食べ過ぎが問題になります。また、プリン体は煮汁中
に溶出しやすいので煮汁を摂らなければ実質的なプリン
体摂取量は減ることになります。肉や魚の煮汁を使用し
たスープやエキスは要注意です。
　プリン体の多少とは別に習慣的な過剰飲酒は、肝臓で
のプリン体代謝を促進するためビール500ml、日本酒
200ml、ワイン250ml、焼酎100ml、ブランデー・
ウイスキーは60ml程度の適量な飲酒に心がけましょ
う。運動後に大量に飲酒するとプリン体を含む核酸分解
が一時的に亢進し、尿酸産生量が増加する場合があるた
め運動後の飲酒は避けたほうがよいでしょう。

　高尿酸血症を予防するには
　尿酸は腸管内や汗としても排泄されますが、主な排泄
経路は腎臓から尿中です。そのため十分な水分の摂取に
より、1日の尿量を1.5ℓ～2ℓに保つことが大切です。
高尿酸血症では一般的に尿のＰＨも低下しており、尿中
の尿酸結晶の折出が起こりやすく尿路結石の原因になる
ため、野菜や海草などのアルカリ化する食品の摂取を心
がけましょう。

　予防のポイント
①バランスよく３食規則正しく、食べ過ぎないよう腹八
　分目に食べましょう。
②野菜、きのこ、海草、果実などのアルカリ化食品を心
　がけて食べましょう。
③水分をしっかり摂りましょう。
④肉や魚の煮汁を使用したスープやエキスは控えめにし
　ましょう。
⑤適度な飲酒に努めましょう。
⑥有酸素運動を積極的に取り入れましょう。

　健診結果や具体的な予防法がわからないなど、気にな
る方はお気軽にご相談ください。

■お問い合わせ先
　住民福祉課健康推進係
　℡62-1111（内線126・127）

 ○作り方
　❶ 切り干し大根はぬるま湯につけ
て戻し、絞っておく。

　❷にんじんはせん切りにし、熱湯
　　をかけておく。レモンは皮ごと
　　薄いいちょう切りにする。
　❸❶❷に塩ふき昆布を入れ、調味
　　料を加えて味を調える。

○材料（4人分）
切り干し大根 24 ｇ、
にんじん 12ｇ、レモ
ン少々、塩ふき昆布
少々、酢大さじ1、薄
口しょうゆ大さじ 2
強、砂糖大さじ1強

Cooking

健康講座H e a l t h y  c o u r s e

メタボリックシンドロームと高尿酸血症・痛風

「切り干し大根の酢の物」

パート ⑵
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
　馬原　伴男　　穴見　俊則
　甲斐　正一　　佐藤　春幸
　西田　忠臣
［一般寄付］
　高森町教育研究会
●広報送料寄付（敬称略）
　二子石兼二（東京都町田市）
　白石　君子（奈良県奈良市）
　後藤　幸信（福岡県中間市）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

10月14日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

10月21日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

10月28日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

11月  3日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777

11月  4日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

11月11日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

■10月14日～11月11日分
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おくやみ
もうし
あげます

2007年８月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
高 森・ 横 町
菅 山・ 栃 原
永 野 原・ 岩 神
高 森・ 上 町
高 森・ 昭 和
菅 山・ 水 湛

［ 死 亡 者 ］
松田　武熊
甲斐チヅ子
穴 見　　 毅
馬原アエ子
岩下　昭生
工藤　俊一

［年齢］
92
70
72
91
80
75

［ 御 遺 族 ］
松 田　 清 二
甲 斐　 正 一
穴見ツギ子
馬 原　 伴 男
岩下利知子
工藤スエ子

▲

食の国際化、外部化の進展に伴い生活習慣病が増加して
います。健康で心豊かな生活を送るためには、健全な食生
活が重要。食育の推進は自分の健康を守るためにも大切な
ことです。

▲

「実りの秋」。食べ物がおいしい季節です。
旬の食材はおいしいだけでなく、栄養も豊富に含まれてい
ます。ぜひこの機会に食に関心をもち、自らの食生活を見
直してみてはいかがですか。

平成１9年8月31日現在

の
人
口

人口／７，５１９人（+   3）
男性／３，５７５人（－  5）
女性／３，９４４人（+　8）
世帯／２，７85戸（+　8）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

10月16日～11月15日

●10月17日（水）
　高森温泉館休館日

●10月19日（金）
　6か月児相談（高森総合センター）／9：00～12：00
　3か月児健診（高森総合センター）／13：30～16：00

●10月23日（火）
　阿蘇郡市中学校駅伝競走大会（町民グラウンド）
　／9：00～

●10月25日（木）
　役場支払日
　よい歯の教室（高森総合センター）／13：30～15：30

●10月26日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00

●11月3日（土）
　高森町民音楽祭（高森中学校体育館）／13：00～

●11月3日（土）～4日（日）
　すまいるフェスタinたかもり（高森中学校）

●11月5日（月）
　役場支払日
●11月7日（水）～11日（日）
　大阿蘇絵画展（高森総合センター）／9：00～16：00

●11月14日（水）
　法律相談（芙蓉館）／13：00～15：00

　土地・建物相談（芙蓉館）／13：00～15：00

●11月15日（木）
　役場支払日
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A public relations magazine

長
寿
を
祝
す　9月 17日は「敬老の日」。町内でも16日に特別養護老人ホーム梅香苑で、17

日に町内 7会場で敬老会が開かれました。本年度の75歳以上の敬老会対象者は
1,261 人。高森地区の敬老会は高森中学校体育館で開催され、対象者の約半分の
296人が参加。式典では、藤本正一町長と三森義高町議会議長が祝辞を述べ、ダイ
ヤモンド婚夫婦表彰が行われました。その後、全員で会食をしながら、高森保育園
児の歌と踊りや満丸会の舞踊、下町老人クラブ楽友会の歌などのステージ披露を楽
しみました。終始和やかな雰囲気の中、参加者たちは会話をはずませていました。

長
寿
を
祝
す

敬
老
会

敬
老
会


